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　虫蟆花 花粉症に 属す る リ ン ゴ 花粉症 （以
．
卜
．
、本症）

は ， リ ン ゴ 農業従事者に 発症す る 職業性花粉 症 との 報

告があ る が ‘，．著者 らは ，本 症 が リ ン ゴ 園近接 居住民 に

も発症 す る こ とを確認 し て い る
2）
．

　今回 ，著者ら は，本症 の 病態を鼻科学 （鼻 ア レ ル ギ
ー

｝

的 見地 よ り明 確 に し，加 え て ，本症 に 対す る発作予防

な らび に 治療 に 関 して も検討を行 っ て み た．

対　象

対 象は ，弘．li言汰 学 医 学部附属病院 耳 鼻咽喉科 鼻 ア レ
・

ル ギー
外来に お い て 本症 と診断 され た33例 で ，そ の 内

訳は ，男 9例，女 24例 で ．性差 は 1 ：2．67で あ る．靭診

時年 齢 は H −58歳 で ，平 均 37．O歳 で あ っ た．

方　法

　1）問診 ：著者 らが 作成 し た リ ノ ゴ 花粉症問診表を

用 い て ，鼻 ア レ ル ギ ー外来担当医 が 症例 ご とに ．各項

目 の チ 」ヅ ク と記入 を行 っ た．聴取項 目は
， 性 ， 年齢 ，

職業 ， 臨床症状の 種類，鼻症状程渡 （配布し た鼻 ア レ

ル ギ ー日記 も参照），発症年齢，発作期鼻症状発現状況

（場所，時刻，天候），居住地か ら リ ン ゴ 園まで の 最短

距 離， リ ン ゴ 人工 交配 作業経繋の 有無 と経験年数，本

症発症 ま で の 期間 お よ び リ ン ゴ 人工 交配使用花粉， り

　Abbreviation二　D ．P 　dextrose　phenol；　IgE　im −

　 munog 】obulin 　E； IU 　lntemational　 unit ； RAST

　 radioai ］ergosorbent 　 test；　RIST　radioimmuno ・

　 sorbent 　test

ン ゴ 園 で の 最多栽培樋 ，
ア ト ピ ー

騰 歴註 な糠
暴iな ど て

’
あ る ．

2揃 鱶 髄 溌 作驟 診 例 の 下甲介嫐 の 簸
お よ ぴ 色調，鼻｝1量 とその 性状を観察 し．判 定 は 奥田

Fp　3 ：
の 基準 に 従 っ た．

　3）好酸球検査 ：鼻汁中好酸球 は ，発作季節採取〔当

科受診 曝 鼻汁を ・ ・オ ジ ノ ス テ イ ン （ト リイ） で絶
し，判定は 奥田 ら

3i
の 基準 に 従 っ た ．ま た，同時期に 採

血 し，血 中好酸球数を 白血 球百分率に て 表示 した．

　4）皮内反 応 （皮 内法）：イ ワ イ （R ，），デ リ シ ャ ス 系

1：R ，），　ゴ ール デ γ 種 （Rs），　イ ン ド （R4）
，　

’
t ウ ギ ョ ク

（R5）， コ
ッ

コ ウ （R6） の 6 種 リ ン ゴ 花 粉　dextrose

phenQl （D・P）抽 出 液 の IO
〒3
倍希釈液を使用 し，半1」定1よ

奥 田 ら
3i
の 基準 に従 っ た ．

　5冫鼻粘膜誘発反応 ：R
】，R2，R3の 3品 種 リ ン ゴ 乾燥

花粉を 使用 した．方滋 は ，直接法 で，症例 に よ っ て 品

種を選択 し，判定 は 奥 田 ら
［一〕
の 基準 に 従 っ た ，

　6） 血 清総 immunoglobulin　 E （lgE）　1直 ： キ ッ ト

（Phadebas　 IgE　 test）を ｛吏用 し て ，　 radioimmuno ・

sorbent 　test　（RIST ）で 測定 した．なお ，測定値 は inter・

national 　unit （1U）／ml で 表 示 した ．

　7） リ ン ゴ 花粉特異的 lgE抗 体値 ：Wide らの 方法

を改 変 し た 宮本 ら
1 ／／

の 方法に 従 い ，radiea ］lergosor・

bent　test　（RAST ）に よ り測定 した．　 paper　discと抗原

との 結合 は 、disc約 300枚 に つ い て，各種 （Ri．s ）リソ

ゴ 花粉 D・P 抽 出乾燥凍 結 末28mg の 割合 で 行 い ，ま

た ，
msl

標識抗 ヒ FIgE 抗体 は ，シ t ノ ギ RAST キ ッ

ト添付 の もの を使用 し た．結果は，class 分類 で 表示 し，

class 　2 以上を陽 性 と した．

　8）予防 お よ び 浩療 ：防塵 マ 入 ク 着用 効果 を 本 症 の

発作予防 の 検討対象と し， v ア ゴ 花粉特異的減感作療

法 （以 r・
’
， リ ン ゴ 花粉減感作 ） 治療効果を治療検討の

対象と した ．
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　 i）防塰 マ ス ク 着 用効果 ：本 症概患 リ ン ゴ 農業従 事

者13例を対 象 として ， り y ゴ 人一L交配作業時に 防塵 マ

ス ク （商 品 名 ； ミ ク 卩 ク リ ーノ 〉 を着用 し て もら い ，

着用前 。後 の 鼻症状程度を ア ソ ケ
ー

ト調査 した．判定

は著者ら
5 ）

の 基準 に 従 っ た ．

　 il） リ ン ゴ 花粉減感作 ：対象選択基準を以下 の ご と

くに 設定 した．す な お ち ．鼻 症 状 が 重症 に 属 し．対症

穩法に て満足な治療効果が得られな か っ た 例，ス テ ロ

イ ド剤内服 依存例 で ，患者 自身も V ソ ゴ 花撈減感作 を

希望 した例 である．今回 の 対象は 1  例 で あ る．なおi

症例 1 な らび に 症例 7 は ，重症 に 属さ な い が，患者 自

身が治療を強 く希望 し，長期経過観 察が し え た の で ．

今回 の 検討対象 に 加え た．

　今回 使用 し た リ ン ゴ 花粉治療 エ キ ス は R
］ （7 例），

Re （2 例 〕，　 R ゴ 11 例 ） の 3 品種 で あ る．開始濃度 は，

閾値下 10
−2
借 と し，皮下浅 くの 注射法 で ，注射部位局所

長応 （発赤，腫脹，掻痒感） を慎重 に 観察 し なが ら．

原則 と して 50％増量 法 に 従 っ て 増量 し，次発作期 ま で

に 10
−2
倍   、lml の 維持濃度 ・量 tC達する の を 目標 とし

た．なお，維持療法 の 注射間隔 の 延長 は 最長 1ヵ 月ま

で と し，以後 1 発作期間を除外し た 継続療法の形を と

り，最低 3年間 は 治療を継 続す る よ う各症例 に 勧 め て

きた．判定 は 鼻症状程度を ス コ ア 化 し．治療前 ・後 で

比較検討 した，鼻症 状 ス コ ア は ，く し ゃ み 発作の 場 合，

1 日の 発作回数 が 11回以上 を 3， 6 −10回 を 2， 1 − 5

回 を 1，無発作状態を 0 と し、鼻汁 （損鼻 回 数） の ス

コ ア もこ れ に 準 じた ．鼻閉 は 奥 田 ら
3切 分類 に 準 じて

卅 を 3．廿 を 2，十 を 1 と し た．各鼻症状別の 改善度 は ，

治療 後 の 症状消失を著明改善 ， 2段階 の 症状改善を中

等度改善，1 段階 の 症状改善を軽度改善 と した．な お，

次 の 式よ り鼻症 状改善率を計算 し， 鼻症状総合治療効

果の 判定 に 使用 し た．

　 治療前全 ス コ ァ
ー

治療後全 ス コ ア

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 × leo
　　　　　治療前全 ス コ ア

　す なわ ち，改善率81％以上 を著効．51−8 ％ を有効，

35−50％を や や 有効，34％以下を無効 と し た ．

成　績

　1）発症年齢 ：発症年齢は 10−53歳で ，平均30．94±

9．60 （mean ± SD）歳 で ，26−30歳 の 発症 が 最多 で あ っ

た．な お，小児期 発症例 が 2例 （6．2％）認 め られた（図

1）．

例 数

10

5

0
一10　−20　− 25　−30　　−35　−40　−45　46 一歳

　 　 　 　 　 図 1．発 症 年 齢．

　2） 職業 的背景 ：症例 は リン ゴ 農業従事者（ リ ン ゴ 農

業専従者十 リ ソ ゴ 農業兼業者）と 1， γ ゴ 園近接居住民

よ り構成 され て い た （表 1）．

　 3） リ ソ ゴ 人 工 交配作 業 ：症例 の 90、9％ が リ ン ゴ 人

工 交配作業を経験 して お り，本症発症時点で リ ソ ゴ 人

工 交配作業に従事 して い た 自験例28例 の 中よ り，そ の

作業歴 を摺握 し えた 24例 に つ い て 以 下 の 成績 を 得 た，

すなわ ち，そ の 経験年数 は 13．92± 6．79年 で あ り，初回

経験か ら発症ま で に 6，79± 6，68年を 有 した が，初年度

発症例が症例 の 20．8％に み られ た （図 2 ）．

　4）症例 居住 分布 ：症例宅 か ら り γ ゴ 園 ま で の 最短

距離 は 2−50Gm で ， 平均 107．03± 153．12m で ある が
，

表 1　 リ ン ゴ 花粉症 例 の 職業 的 背景
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　図 2． リ ン ゴ 花粉症発 症 と リ ソ ゴ 人工 交配作業 と の

関連性．
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学校が り γ ゴ 園付近で ある症例を除 く リ ン ゴ 人 工 交配

作業 未軽験本症発症例宅 か ら リ ソ ゴ 園 ま で の 距離は

10± 11．60m で あ っ た （図 3）．

　5） 7 ト ピ
ー
疾患 歴 ：ア ト ピ

ー疾患 の 既往歴 は 12例

（36．4％）が 有 し，そ の 内訳は，蕁麻疹 7 例，接触性皮

膚炎 4 例，日 光過敏症，薬疹，気管支喘息，各 1例で

あ っ た．また，家族歴 は 15例 （45．5％）が有し，ア レ

ル ギ ー
性鼻炎 6 例，小児 ス ト ロ フ ル ス 5 例，気管 支艦

息 4例，蕁麻疹 2 例，ア ト ピ
ー
性皮膚炎 1例 で あ っ た．

　6）臨床症状 ：全例 に 鼻炎，結膜炎 が み られ，F気道

症状発現頻度 は 36．4％ で あ っ た （表 2）．各鼻症状程度

は ，く し ゃ み ，鼻汁，鼻閉 と もに 卅 が 多 く（図 4 ），鼻

症状重症度 （奥田 ら
3切 分類） の 内訳 は

， 重症 84．8％，

中等症 9．1％，軽症 6．1％で あ る．また ，鼻症状型で は ，

くし ゃ み ・鼻汁型 （19例，57，6％） と く し ゃ み ・鼻汁・

鼻閉型 （9 例，27．3％）が高頻度 で あ っ た．

0　　　　　50　　　　100　　　　FsD　　　200　　　250　　　300　　　　500　m

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −

●● ● o ●　　　　　o 　　　　　■　　　　　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　■
●● ●　 　　　　　　 ●　　　　　■　　　　　　　　　　　　 　　　　● 　　　　　 o

o ● 　　　 　　 　　　 o 　 　　 　 o ●　　 　　 　 ，　 　　　 　　 　　　 　　 　　 o
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認
●
’
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　 図 3．症偈居住地
．．一
住居か ら リ ノ ゴ 園 まで の 最短距難．

　 ● ： リ ソ ゴ 農業従事者，O ：そ の 他の 職業、　 O ＊ ：

学 校が リ ン ゴ 曙付近 の 患 児，

7廁 顯 検査 溌 勝 受 翻 嗾 査成勸 表 3に
爪 し た．

8塀 灘 髄 ：発韈 受診停1  女子酸職 熱 中
で は 各段階別 の 有意差 は み ら れ な か っ た．なお，血中
は 1 −17％で・平均 5・71± 398 ％ で あ・

・
　tc （ac・5）．

9破 叛 応 ：R ，一・
の 尉 難 で は ・粍 輔 融 度

に み られ た、な お，R
，
に 陰性 を 示 し，　 R2．fi　a）い ず れ ヵ、

の 品 種 に ＋ LI　L の 驪 を示 し た 例 が 晒 （18．2％）存

在 した （
’
図 6）．

　10）鼻粘膜誘発反応 ：R ， （n ＝ 25）に 対す る反応は，
卅 3 例 〔12％）・＋H6 例 （64％）・＋ 6例 （24％）で あり，

R ， （n ＝ 5 ）1ま，÷哥十 11列，十卜2｛列，
＋ 1例，− 1｛列，R3（n ニ

3） は ，悖 3例 で あ っ た ．

　11）血 清 総 lgE値 ：発 作 期 採 取 血 清 の RIざf 値

　表 3　発作期受 診 例の 前鼻鏡検 査成 績
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表 2　臨 床 症状発 現頻 度
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（n ＝ 23）は 52−13921U／ml で．平均 387．52± 361．811Ul

m1 で あ っ た．

　12） ：」γ ゴ 花粉 特 異的 1gE抗 体僖 ：発作期 採取 血

清の IJ ソ ゴ 花粉 RAST 値 は，園 7 に 示 し た よ うに ，6

品種間に お い て 有意差 は み ら れず，各晶種 RAST 値 と

もに claSS 　 2前後 の 測定値を 示 した ．ま た ．同
．
症例

（n ＝ 9） に お け る 発作期と 非発作期採取 血 清 の リ ン ゴ

花粉 RAST 値は ，　t検定に て 有意差 を認 め なか ・
っ た ．

な お ，リ ン ゴ 花粉 RAST 値 と皮内反応成績と の
一

致率

1ま，R，
72．7％，　Rz，，58．39．6，　R4，560 ，0％ R ，80．0％で あ・っ

た．さ らに ，6 品 種 リ ン
．
ゴ 花粉 RAST 値間 の 相関係数

d
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lo12 リ ア ゴ 花粉 症 の 鼻 科 学 的 検討

は 0，807−0．951（088S± O．041）で ，高 い 相関性 が得ら

れた．

　 13）治療 ：本症 の 発作予訪 と し て の 防塵 マ ス タ 着 用

を リ ァ ゴ 農業専従名 玉3働 を対象と して 行い
，

一
方，本

症 の 基本療法 で あ る リ ソ ゴ 花粉減感作を 10例 に 行 い ，

以下 の 成蟹を得 た ．

　 i）防塵 マ ス ク 着用 効果 ： 各鼻症状 に 対す る着旃効

果を 図 8 に 示 した 各鼻症状と も マ ス ，V・E ’

用後に 鼻

症状 x コ ア の 低下を認 め ，t 検定 に て 有意差あ りと 証

明 さ れ た ．各鼻 症 状 に 対 す る 有 効率 は ，く し ゃ み

61．5％，鼻濯53．8％，鼻閉 53．8％，鼻掻痒感7．7％で ，

鼻症状全般 に 対す る着用効果は ，著効 4例，有効 4例，

や や 有効 2例，無効 3例 で ，有効率は 61．5％ で あ つ た．

な お ，着用 傍 の 92、3％ （12例彑維 D が 匡む塵 マ ス ク 着用

の 有用性を認め．今後の 着用を希望し た．

　 ii＞ リ ン ゴ 花粉減感作 ：各症例 に お け る リ ン ゴ 花粉

減感作の 方法 と治療効 果を表4 に 示 し た ．特 に 症 例 10

は 、治療開 始 1 年後 で 気管支喘息発作 が 消失 し，現在

で は 鼻症状 を含む 全臨床症状 σ）消失 を み て い る著効 侮

で あ る．

　各鼻症状 に 対す る 有効率は ，くし ゃ み 発作 7 ％，鼻

汁70％，鼻閉40％で ，各鼻症状 ス コ ア は 治療後 に 有意

差をもっ て 低 下 した （図 9）．鼻症状総合治療効果 は ，

著 効 1 例 （IO％），有効 6 例 （60％）、や や 有効 2 例

（20％．），無効 1例 （10％）で ，有効率は 70％ で あ っ た，
ま た ，鼻症状総 合治療効果 （有効率） の 年 次別推移 で

は，治療開始 1 年後20％， 2 年後33．3％， 3年後 80％

と．治療 の 長期継続 に 伴 っ て 有効率 の 上昇が み られ た，

　対 象 の 発 作 期 採 取 血 清 RIST 値 は ，治 療前 が

ス コ ア
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V’ン ゴ 花粉に よ る特異的減感作療法一各鼻 症

：P〈 0．Ol．

 繍 潔 漕 鵜1灘 8

♂擁

纓鞭灘諭融論鷹
な お・現時点 まで ・誹 用は 認め て し、なL、

考　察

　本症 は 虫媒花花粉症に 属 し，その 症飼 講成 は リ ン ゴ

麒 篠 都 8‘蹴 と ・ ノ ゴ 駈 接居齦 ・15，2％）
と か らな っ て い る，

　本症 の 感作蹴 溌 症 の 原因 と して ，ま ず． V ’
一 ゴ

人 工 姻 作 xe「の リ ン 埖 粉大量暴黜 ・あ げ ら2， 6．
こ の 1牒 は 1 鸛 概 提 唱 し た 虫媒花花雛 発麟

勉 ＋分齪 させ・他 の ・嚇 硴 粉症発鯨 因 と糠
され て い る 人 工交雑授粉 （・・ラ

7 レ

），・ウ 横 培 （仔
ゴ 8）

），摘花 （モ モ
9
りの 諸蹼 と 同

一
条件下に あ る と判

断 して よ い と思わ れ る．なお ，沢 田 i｝
は ，リア ゴ 人エ交

配作業 に よ る本症 の 感作成立，発症 に は，10年以上 の

長時間を要す る で あ ろ うと 推 察して い る が，自験例に

お け る リ ン ゴ 人工 交配 作業初 回経験 か ら本症発症に 到

る ま で の 平均年数 は 6．79年で あ り． 5年 以内の 発症が

症 例 の 50％，初回経験年 で の 発症 が 20．8％に み られる

こ と，ま た，こ れ に ，個 々 の 症例 の ア ト ピ
ー
素因をも

考慮す れ ば，本 症 の 感作成立，発症 に は，必ず し も長

時間 を要せ ず，短時間 に お い て も十分 ・了能 で あ る と推

察さ れ た ．

　
一方． リ ソ ゴ 園近接居住民 に お け る 本 症 発症 は，リ

ン ゴ 園 か らの リ ン ゴ 浮遊花粉 の 自然吸 入 に よ る もの で

は な い か と推測 し，著老 らは リ ン ゴ 花栃空中浮遊調査

（1980年）を実施 した．そ の 結果，リソ ゴ 人 工交配作業

未経験本症発症例 の 居住範囲で あ る リ ン ゴ 園 か ら10m

の 垉 点 で の リ ソ ゴ 花粉空中浮 遊 総 数 は 131儷！6．48

cm2 ，最高値 31個16．48crn2，〆H ，浮遊期間12目間 で，虫

媒花とい えども風 に よ っ て リン ゴ 花粉 は か な り浮遊す

る こ とが 確認 され た．こ の 成績 は ，モ モ
10 〕お よ び ウ メ

ll）

の 花粉症例 の 居住地 に お け る モ モ お よ び ウ メ 花粉空中

浮遊成績と比較 して も大差 な く，リン ゴ 園近接居住民

も ま た ，感作 に 十分な量 の リ ン ゴ 花粉 に 暴露され う る

と推察 された．

　本 症 の 臨床症状 に お い て，鼻炎，結膜炎 は 必発で あ

る が，花粉喘息の 発現頻度 は 9．1％ と，ヨ モ ギ，イ ネ科・

訴

歴
’
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ス ギ の 各花扮症 に お ける発現頻度
nl

と比較す るとか な

り低頻度 で あ る．こ れ ら の 差異 は ，花粉粒子 の 大 き さ，

杭原性 の 相違，花粉暴露状況の 差 など，種 々 の 因子 に

ょ り生ずる も の と 推察さ れ る が，そ の 詳細 は 現在 の と

こ ろ 不 明 で あ る．

　本症に お け る鼻症状 と青森 県津軽地 方 に み られ る 他

の 花粉症 、 すな わ ち，ヨ モ ギ
13 ，，ス ギ

14 ），イ ネ科（未発

表） の 各花粉症 の 鼻症状とを比較検討 し た と こ ろ，重

症度分類に お い て は
， 自験例 の 84．8％が重症に 属 して

お り，ヨ モ ギ （73．9％），ス ギ （80．8％），イ ネ科（77．O％）

よ り高頻度 で あ っ た が，鼻症状型 に お い て は ，他 の 花

粉症 と同様に，くし ゃ み ・鼻汁型 が 最多頻度 で あ っ た．

また。各鼻症状程度 で ；ま．
， く し ゃ み ，鼻汁 に 絹

．
が多 く，

前 2症状 に 比較す る と，鼻閉 の 程度がや や 低値を示 し．

こ れ らの 傾向 も，他 の 花粉症 と 同様で あ っ た．

　発作期受診例 の 前鼻鏡成績は，諸家 の 花粉症報 告例

と同様，下 甲介粘膜 の 浮腫状腫張，蒼自 ま た は 涛色 の

カ タ ル 様色調 と，漿液性 鼻汁 の 鼻内貯留が確言忍され た．

　皮内反応 で は ， り γ ゴ 花粉 の 品種 に よ っ て 陽性 度に

差異 が み られ た ．し か し．この 成績が個 々 の症例 に よ っ

て 品種問 の 感作状態が異 な っ て い る た め に 生 じた もの

で ある と は
一

概に 判断 で ぎず，今簽，さらに 検討が必

要で あろ うと思われ る． し た が っ て ，現時点 で は，本

症の 診断を行 うに 際し て は，数品種 の りγ ゴ 花粉診断

用 エ キ ス を用 い る べ きで あ る．

　鼻粘膜誘発反応は 著者らの 経験よ り，花粉症 に お い

て は ，乾燥花粉に よ る 直接法 が 自然条件下 の 感作 に 最

も近 く，最良 の 方法 で あ る と 思わ れ る，現在，本症 に

お い て は 3品種 リ ア ゴ 乾燥花粉を使用し て鼻粘膜 の 反

応を観察 して い る が，将来 は ，さらに 品種数を増 や し，

種々 の 面よ り検討を行い た い ．

　 6 品種 リ ア ゴ 花粉 RAST 値 の 平均は class 　2 前畿 の

値を示 し，こ の 成績は青森県津軽地方 で 発症 をみ た 他

の 花粉症例 の RAST 値，す なわ ち，ス ギ（2．5士   ．67，

n ＝2G）， ヨ モ ギ （2 ．56 ± 0．92，　 n ＝ 27），イ ネ科 （カ モ

ガ ヤ ；3．15±0．82，
n ；47）の RAST 値

14 ｝よ り低殖を

示す結 果 とな っ た．また， リ ン ゴ 花粉皮内反応 との
一

致率が 58．3−80％で あ り，検査成績 の 著明な季節的変動

が な い こ と な ど よ り ，
リ ソ ゴ 花粉 RAST は 本症 に お け

る 診断手段 として 有用 で ある との 見解に 達し た．な お，

今回 RAST を用 い て リソ ゴ 花粉間の 共 通抗原 性 に つ

い て 検 討 し た と こ ろ， 6 品 種 間 の 柑 関 係数 は

O．8 7−O．951とな り，
り γ ゴ 花粉間 の 共通抗原 の 存在 が

強く示唆され た．

io13

　本症 の 発作予防 に 対す る防ge　一？ ス ク 着用効果，な ら

び に 基 本療法 と して の リ ン ゴ 花粉減感作の 治療効果に

つ い て．鼻症状変化を判定材料 と し て検討を加 えて み

た．

　防塵 マ ス ク 着用効果は ，すで に ，ホ ヤ喘息
L5 ｝で 実証さ

れ て お り，また，清 水
161

は 減感作療法 に お け る 併 用療法

の
一
部と して ，そ の 着用を推奨し、斎藤

17 ｝
は ス ギ花竕症

の 発年軽減 に 有効で ある と紹介 して い る．防塵 マ ス ク

の 本症 に 対 す る 鼻症状 発現 予防効 果 は 6L5 ％ で あ る

が，着用劔 の 92．3％ が そ の 有用性を認 め て お り，著者

らは 防塵 マ ス ク 着用 が 本症 の 発作予防 の
一助 と な る確

信を得た．

　 リン ゴ 花粉減感作 は ，鼻症状 に 対 し て は ，特に ． く

しゃ み 発作と 鼻汁 に 有効で あった ．また
， 治療効果 は

上 気道症状の み な らず ，下気道症状 に 対 して も認 め ら

れ，症例 10は そ の 典型例 で あ る
IS），本症に 対する リ γ ゴ

花粉減感 作 の 有効率は 70％で あり、モ モ 花粉減感作治

療成績 19）
とほ ぼ同程度で，本症 に 対 し て は

， 今後 も推奨

で きる 治療法 の
一一

つ で あ る と考 えられ た．今醐，著者

ら は， リン ゴ 花粉減感作 に 糧抗原治療 エ キ ス を使用 し

て 何 ら副作用 は 認 め な か っ た が，城
会゜｝は，ホ ヤ 喘息 に お

け る 滅感作 で は ，副作用 の 面 か らも， 精製抗原治療 エ

キ ス の 使用が望ま し い と強調 して い る．著老 らも，副

作用 に つ い て は 今後 と も十分注意を払 い
， 将来は，精

製抗原 治療 エ キ ス に よ る リ ン ゴ 花粉減感作を実施 し た

い と 切望 し て い る．

結　語

　 P γ ゴ 花粉症 自験例33例に つ い て 、 鼻科学 （鼻 ア レ

ル ギ ー
）的見地 よ り検討を加 え，以下 の 結 論を得 た 。

　1）本症 の 発症年齢平均 は 3Q．94± 9．60歳 で あ り，性

差 は 1 ：2．67と女性 に 多か っ た．

　2）本症は ，リ ン ゴ 人工 交配作業時 に お け る リ ソ ゴ 花

粉 の 大量暴露お よ び リン ゴ 園 か らの 浮遊花粉 の 吸入 に

よ っ て 発症す る と 淮察され る．

　3） 臨床症状で は 鼻炎，結膜炎が 必発で あり， 下気道

症状 も認め ら れ た 。

　4）鼻症状は 他 の 花粉 症 よ り著 明 で あ り，症例 の

84．8％ が 重症 に 属 し，最高頻度 の 病型は く し ゃ み ・鼻

汁型 で あ っ た．

　5）発 作 期 患 者血 清 の RIST 値 平 均 は 393．75±

349． 31U／m　1で あ り， 6品種 リ ァ ゴ 花粉 RAST 僵平
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均 は dass　2 前後 で ，　 RAST 値 よ り リン ゴ 花粉間 の 共

通抗原の 存在が示唆 され た．

　6）本症の 予防 な らび に ］） ア ゴ 人 工 交配時症状軽減

に 防塵 マ ス ク 着用 は 有効な手段 で あ り， リ ン ゴ 花粉 に

よ る 特異的減感作療法 は 本症 に お け る 基本療法 と し て

有効で ある。

　稿 を終 え る に あ た り，御校閲い た だ ぎま し た 朴沢 二 郎教

授に 深謝 い た し ます．

　な お ，本論文の 要 旨は 第 32回 日本 ア レ ル ギ
ー
学会総 会 ， 第

33回 東 北 耳鼻咽 喉科連台 学 会 ；指 名講 演｝ に て 発表 した．
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RHINOLOGICAL  STUDY  ON  APPLE  POLLINOSIS

            Masaru Hakamada  and  Masao  Nagai

DePartment  ofOtolaryngDlogy, Hiresahi Ukinersity School ofMedia'ne

   Thirty･three patients of the authors'  clin{c who  "'ere  diagnosed as  sufferers  of 
"`apple

 pollinosis" were  investigated

todeterrninethepathogenesisandclinicalfeaturesofthisdisease.

   Twenty£ ight patients <84.8%} are farmers whe  haye been engaged  in the work  of  artificlai  apple  pollination. The

remaining  five t15.2%) live close  by  the apple  farm. These patientsi lives suggested  that  frequent exposure  to large

amount$  efapple  peilen was  the most  probable  cause  of their elevated  sensltivity  to this antigen.

   The main  nasa]  symptoms  were  rhinerrhea  and  sneez{ng,  and  84.8%  of  the patients showed  severe  manifestations

ofthesesymptoms.

   The specific  IgE  antibody  level fer 6 species  of apple  pollen was  on  average  
`'class

 2" by RAST,  and  good

cerrelationsbetweendifferent$peclessuggestedthestrongpossibilityefcross-allergen{city.

   The  use  of  the  protecta mask  during the work  of artificiat  pallination and  hyposensitization therapy by the antigen

ofapple  po11en were  effective in preventing the occv  rrence  of  further attaeks,

'
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